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５
月
13
日
（
日
）
に
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
サ
ブ
体

育
館
に
て
、
神
戸
市
民
体
育

大
会
柔
道
競
技
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

各
部
門
で
、
上
位
を
ほ
ぼ

独
占
し
て
入
賞
し
ま
し
た
。 

 

高
校
１
年
生
の
部
、
１
位

山
本
剛
（
神
戸
市
立
御
影

中
）
、
２
位
赤
尾
均
斗
（
高
砂

市
立
荒
井
中
）、
３
位
井
上
康

輝
（
神
戸
市
立
八
多
中
）
と
、

岡
田
翔
太
（
同
鈴
蘭
台
中
）
。 

 

高
校
３
年
生
の
部
、
１
位

共
田
誉
（
神
戸
市
立
神
戸
生

田
中
）
、
２
位
野
津
友
吾
（
同

中
）
、
３
位
岸
峻
平
（
同
塩
屋

中
）
。 

 

女
子
57
㎏
超
級
、
１
位
岡

本
優
空
１
年
（
神
戸
市
立
御

影
中
）
、
２
位
並
河
静
愛
来
１

年
（
神
戸
市
立
夢
野
中
）、
３

位
高
田
ジ
ェ
ニ
フ
ァ 

ガ
ブ

リ
エ
リ
１
年
（
明
石
市
立
魚

住
中
）
。 

女
子

52

㎏
以
下
級
で
遠

藤
未
菜
１
年
（
神
戸
市
立
垂

水
東
中
）
が
２
位
と
大
活
躍

し
ま
し
た
。 

 

憲
典
（
伊
丹
市
立
北
中
）
が
、

圧
倒
的
な
強
さ
で
準
決
勝
ま

で
進
出
し
ま
し
た
が
、
決
勝
戦

で
敗
れ
２
位
と
な
り
ま
し
た
。 

 

上
位
２
名
に
全
国
大
会
へ

の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
た

め
、
８
月
３
日
（
金
）
～
６
日

（
月
）
に
岐
阜
市
で
行
わ
れ
る

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
空
手
道
競
技
大
会
（
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。 

 

 

続
く
男
子
団
体
形
で
は
、
初

戦
の
２
回
戦
で
東
灘
高
校
を
、

３
回
戦
で
長
田
高
校
を
、
準
決

勝
戦
で
神
戸
第
一
高
校
を
、
そ

し
て
決
勝
戦
で
は
兵
庫
工
業

高
校
を
下
し
て
、
見
事
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。 

【
登
録
選
手
】
３
年
河
野
秀
人

（
加
古
川
市
立
平
岡
中
）
、
松

木
穣
（
明
石
市
立
魚
住
中
）、 

 

 

第
62
回
県
高
校
総
合
体
育

大
会
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
が
６
月
３
日
（
日
）
に
神
戸

市
立
須
磨
翔
風
高
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

80
㎏
級
で
３
年
樋
口
徹
心

（
神
戸
市
立
烏
帽
子
中
）
が
、

男
子
個
人
対
抗
戦
に
出
場
し

ま
し
た
。
全
試
合
で
テ
ク
ニ
カ

ル
フ
ォ
ー
ル
勝
ち
の
圧
倒
的

な
強
さ
を
見
せ
て
優
勝
し
、
２

年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。 

 

 

第
62
回
県
高
校
総
合
体
育

大
会
空
手
道
競
技
大
会
が
、
６

月
８
日
（
金
）
～
10
日
（
日
）

に
県
立
文
化
体
育
館
に
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

初
日
は
、
形
競
技
の
個
人
戦 

と
団
体
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

男
子
個
人
戦
で
２
年
東
畑 

 

２
年
東
畑
憲
典
、
近
藤
啓
太

（
高
砂
市
立
荒
井
中
）、
平
井 

孝
法
（
神
戸
市
立
玉
津
中
）、

１
年
田
上
悠
馬
（
姫
路
市
立
大

白
書
中
） 

 

２
日
目
は
男
子
個
人
組
手

が
行
わ
れ
、
３
年
尾
花
和
哉

（
神
戸
市
立
魚
崎
中
）
が
３
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。 

 

最
終
日
は
男
子
団
体
組
手

が
行
わ
れ
、
初
戦
の
２
回
戦
で

伊
丹
北
高
校
を
、
３
回
戦
で
姫

路
工
業
高
校
を
破
り
、
準
決
勝

戦
で
神
戸
第
一
高
校
と
対
戦

し
、
僅
差
で
惜
敗
し
３
位
と
な

り
ま
し
た
。 

 

男
子
組
手
は
、
個
人
戦
、
団

体
戦
と
も
に
、
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
全
国
大
会
を
逃
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
悔
し
さ

を
明
日
か
ら
の
稽
古
に
ぶ
つ

け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

【
登
録
選
手
】
３
年
尾
花
和

哉
、
佐
藤
夕
雅
（
尼
崎
市
立
大

庄
中
）、
辰
己
虎
寛
（
川
西
市

立
清
和
台
中
）、
松
井
陽
太
（
神

戸
市
立
渚
中
）、
徳
田
育
巳
（
同

雲
雀
丘
中
）、
西
原
健
人
（
同

玉
津
中
）、
１
年
為
本
志
（
山

梨
学
院
中
）、
田
渕
裕
也
（
神

戸
市
立
長
田
中
） 

ちょっと一言 海外旅行の楽しみに現地での食事がある。本場の料理をできるだけたくさん味わってみたい。し

かし、訪問先の方の気遣いから、和食をご馳走して下さったりする。内心では、限られた食事回数の中で、その国

ならではの料理を楽しみたいと思ってしまう。海外で招待された料理店が、和食の店だったことがある。店員に日

本人がいないので不安を感じ、味も心配だったので「カツ丼」を注文した。最初に出てきたのは｢味噌汁｣。いつま

で経ってもカツ丼が来ない。「カツ丼はまだ?」と聞くと、残っている味噌汁の器を指差して「そちらは済みました

か?」という返事。料理が一皿ずつ順に出される洋食と同じに考えている。当然ながら、いただけない味だった。 
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